
６ 家庭分野（Ｂ衣食住の生活）【１年生】 
  「わたしたちの食生活」（29時間完了） 

(1) 題材の目標 
知 生活の中で食事が果たす役割や栄養素の種類と働きについて理解し,中学生に必要な栄養を含む１日分の献立を作成することができ

る。 

  日常生活と関連付け,用途に応じた食品を選択したり,食品や調理用具等の安全な使い方を理解し,基礎的な日常食を調理したりすること

ができる。  

思 よりよい食生活について問題を見いだして課題を設定し,解決策を構想し,実践を評価・改善し,考察したことを論理的に表現するなどし

て課題を解決する力を身に付けている。 

態 よりよい生活の実現に向けて,食事の役割と中学生に必要な栄養の特徴について,課題の解決に取り組んだり,振り返って改善したりし

て,生活を工夫し創造し,実践しようとしている。 

 (2) 学習の内容と評価の計画（29時間完了） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 学習の流れ 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

評価 内容 評価 内容 評価 内容 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

調理方法を選択する際に優先す

べきポイントについて考えよう 

 

○ ポイントの推考 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

栄養素の働きや食品の価格,安全

性などを踏まえて,課題を解決す

るためのポイントとその必要性に

ついて理解している。 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

課題や目的を踏まえて自分の考

えに合った優先順位とその割合を

帯グラフに表し,理由について考

えている。 

 

 

 

Ａ 

 

 

Ｂ 自分の考えに合った優先順位と

その割合を帯グラフに表し,理由

について考えている。 

Ｂ  

方

法 

【プライオリティチャート】 方

法 

 

② 

｜

⑫ 

食品に含まれる栄養素や食品摂

取量の目安を知り,バランスのと

れた食生活を考えよう 

 

○ ポイントの抽出 

○ ポイントの解決方法と照合 

○ ポイントの価値付け 

「拡散的思考」「拡Ｍ」 

Ａ 中学生の1日分の献立について,

栄養的なバランス以外にも嗜好や

費用,調理時間などに配慮しながら

考えている。 

Ａ 中学生の１日に必要な栄養につ

いて考えようとするとともに,課題

解決に向けて自分の優先順位とそ

の割合を見直して改善しようとし

ている。 

Ｂ 栄養素の働きや食品の価格,安全

性などを踏まえて,課題を解決す

るためのポイントについて理解し

ている。 

Ｂ 中学生の１日に必要な栄養につ

いて考えようとする,または,課題

解決に向けて自分の優先順位とそ

の割合を見直して改善しようとし

ている。 

Ｂ 中学生の1日分の献立について,

栄養的なバランスに配慮しながら

考えている。 

方

法 

【プライオリティチャート】 

【活動の様子】 

⑬ 

｜

⑮ 

 

 

 

 

調理のための食品の選択と購入

について考えよう 

 

○ ポイントの抽出 

○ ポイントの解決方法と照合 

○ ポイントの価値付け 

「拡散的思考」「拡Ｍ」 

 

Ａ 食品の選択について考えようと

するとともに,課題解決に向けて自

分の優先順位とその割合を見直し

て改善しようとしている。 

Ｂ 食品の選択について考えようと

する,または,課題解決に向けて自

分の優先順位とその割合を見直し

て改善しようとしている。 

方

法 

【ソリューションシート】 

【小テスト】 

方

法 

【ソリューションシート】 

【学習プリント】 

方

法 

【プライオリティチャート】 

【活動の様子】 

⑯ 

｜ 

㉖ 

日常食の調理をしよう 

 

○ ポイントの抽出 

○ ポイントの解決方法と照合 

○ ポイントの価値付け 

「拡散的思考」「拡Ｍ」 

Ａ  食品や調理用具の安全と衛生に

留意した管理について理解してい

るとともに,効率的かつ環境に配慮

しながら適切に調理することがで

きる。 

材料に適した加熱調理の仕方に

ついて理解しているとともに,基礎

的な日常食の調理を効率的かつ環

境に配慮しながら適切にできる｡ 

Ａ  Ａ 日常食の調理について考えよう

とするとともに,課題解決に向けて

自分の優先順位とその割合を見直

して改善しようとしている｡ 

Ｂ 食品や調理用具の安全と衛生に

留意した管理について理解してい

るとともに,適切に調理することが

できる。 

材料に適した加熱調理の仕方に

ついて理解しているとともに,基礎

的な日常食の調理を適切にできる｡ 

 

Ｂ  Ｂ 日常食の調理について考えよう

とする,または,課題解決に向けて

自分の優先順位とその割合を見直

して改善しようとしている。 

課題 ： 毎朝家族にお味噌汁を作るときに,どのような調理方法で作ると良いかを考えよう 

自宅で大きなラディッシュを育てる最適な方法について考えよう 



方

法 

【活動の様子】 

【完成品】 

方

法 

 方

法 

【プライオリティチャート】 

【活動の様子】 

【学習プリント】 

㉗ 調理方法を選択しよう 

 

○ ポイントの要素の変形 

「収束的思考」「収Ｍ」 

Ａ 調理方法を選択するために,ポ

イント毎に必要な情報を複数の

視点から収集・整理している｡ 

Ａ 調理方法の種類や特徴などと優

先順位の割合を考慮して,条件や目

的を結び付けた解決策を導き出す

力を身に付けている。 

Ａ 条件や目的に合わせた解決策を

導き出そうとしているとともに,今

までの自分の優先順位とその割合

の変化を見直しながら解決策を導

き出そうとしている。 

Ｂ 調理方法を選択するために,ポ

イント毎に必要な情報を収集･整

理している。 

Ｂ 調理方法の種類や特徴などと優

先順位の割合を考慮して,解決策を

導き出す力を身に付けている。 

Ｂ 条件や目的に合わせた解決策を

導き出そうとしている,または,今

までの自分の優先順位とその割合

の変化を見直しながら解決策を導

き出そうとしている。 

方

法 

【ソリューションシート】 方

法 

【ソリューションシート】 方

法 

【プライオリティチャート】 

【活動の様子】 

㉘ 

 

 

学習を振り返ろう 

 

「拡・収ＲＭ」 

Ａ 課題を解決するためのポイント

を踏まえて,課題解決に必要な知

識を理解している。 

Ａ 導き出した解決策が条件や目的,

自分の優先順位とその割合に最も

適しているかを評価し,理由を考察

する力を身に付けている。 

Ａ 導き出した解決策が条件や目的,

自分の優先順位とその割合に最も

適しているかを振り返ろうとして

いるとともに,導き出した解決策を

見直そうとしている。 

Ｂ 課題解決に必要な知識を理解し

ている。 

Ｂ 導き出した解決策が自分の優先

順位とその割合に最も適している

かを評価する力を身に付けている｡ 

Ｂ 導き出した解決策が条件や目的,

自分の優先順位とその割合に最も

適しているかを振り返ろうとして

いる,または,導き出した解決策を

見直そうとしている。 

方

法 

【プライオリティチャート】 方

法 

【プライオリティチャート】 方

法 

【プライオリティチャート】 

【活動の様子】 

㉙ 持続可能な食生活を目指して

自分にできることを考えよう 

Ａ  Ａ 持続可能な食生活を目指して,自

分の生活と結び付けながら,考え工

夫している。 

Ａ これまで学習してきたことと今

後の生活に結び付けようとしてい

るとともに,よりよい食生活に向け

て自分にできることは何かを考え

ようとする。 

 Ｂ  Ｂ 持続可能な食生活を目指して,考

え工夫している。 

Ｂ これまで学習してきたことと今

後の生活に結び付けようとしてい

る,または,よりよい食生活に向け

て自分にできることは何かを考え

ようとする。 

 方

法 

 方

法 

【学習プリント】 方

法 

【活動の様子】 

【学習プリント】 

    



７ 家庭分野（Ｃ消費生活・環境）【１年生】 

  「わたしたちの消費生活」（６時間完了） 
 (1) 題材の目標 

知 購入方法や支払い方法についての情報を収集・整理し,それぞれの購入方法や支払い方法を比べながら,購入方法や支払い方法の種類や

特徴について理解することができる。 

思 購入方法や支払い方法の種類や特徴などと自分の条件や目的を考慮して,解決策を導き出し,実践を評価・改善し,考察したことを論理的

に表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。 

態 よりよい消費生活の実現に向けて,課題の解決に取り組んだり,振り返って改善したりして,生活を工夫し,創造し,実践しようとしてい

る。 
 (2) 学習の内容と評価の計画（６時間完了） 

時 学習の流れ 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

評価 内容 評価 内容 評価 内容 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

商品を購入する際に優先すべき

ポイントについて考えよう 

 

○ ポイントの推考 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

販売方法と支払い方法の種類や

特徴を踏まえて,課題を解決するた

めのポイントとその必要性につい

て理解している。 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

条件や目的を踏まえて自分の考

えにあった優先順位とその割合を

帯グラフに表し,理由を考えている

。 

 

 

 

 

Ａ 

 

Ｂ 自分の考えにあった優先順位と

その割合を帯グラフに表し理由を

考えている。 

Ｂ  

方

法 

【プライオリティチャート】 方

法 

 

② 

｜ 

③ 

購入方法と支払い方法について

知ろう 

 

○ ポイントの抽出 

○ ポイントの解決方法と照  

 合 

○ ポイントの価値付け 

「拡散的思考」「拡Ｍ」 

Ｂ 販売方法と支払い方法の種類や

特徴を踏まえて,課題を解決するた

めのポイントについて理解してい

る。 

Ａ 販売方法と支払い方法の種類と

それぞれの利点や欠点について考

えている。 

Ａ 販売方法と支払い方法の種類と

それらの利点や問題点について考

えようとするとともに,課題解決に

向けて自分の優先順位とその割合

を見直して改善しようとしている｡ 

Ｂ 販売方法と支払い方法の種類と

それぞれの特徴について考えてい

る。 

Ｂ 販売方法と支払い方法の種類と

それらの利点や問題点について考

えようとする,または,課題解決に

向けて自分の優先順位とその割合

を見直して改善しようとしている｡ 

方

法 

【ソリューションシート】 

【小テスト】 

方

法 

【ソリューションシート】 

【学習プリント】 

方

法 

【プライオリティチャート】 

【活動の様子】 

⑤ 商品の選択と購入について考え

よう 

 

○ ポイントの要素の変形 

「収束的思考」「収Ｍ」 

 

Ａ 販売方法や支払い方法を選択

するために,ポイント毎に必要な

情報を複数の視点から収集・整

理している。 

Ａ 販売方法や支払い方法の種類や

特徴などと,優先順位の割合を考慮

して,条件や目的を結び付けた解決

策を導き出す力を身に付けている

。 

Ａ 条件や目的に合わせた解決策を

導き出そうとしているとともに,今

までの自分の優先順位とその割合

の変化を見直しながら解決策を導

き出そうとしている。 

Ｂ 販売方法や支払い方法を選択

するために,ポイント毎に必要な

情報を収集・整理している。 

 

Ｂ 販売方法や支払い方法の種類や

特徴などと,優先順位の割合を考慮

して,解決策を導き出す力を身に付

けている。 

Ｂ 条件や目的に合わせた解決策を

導き出そうとしている,または,今

までの自分の優先順位とその割合

の変化を見直しながら解決策を導

き出そうとしている。 

方

法 

【ソリューションシート】 方

法 

【ソリューションシート】 方

法 

【プライオリティチャート】 

【活動の様子】 

⑥ 学習を振り返ろう 

 

「拡・収ＲＭ」 

Ａ 課題を解決するためのポイント

を踏まえて,課題解決に必要な知識

を理解している。 

Ａ 導き出した解決策が条件や目的,

自分の優先順位とその割合に最も

適しているかを評価し,理由を考察

する力を身に付けている。 

Ａ 導き出した解決策が条件や目 

的,自分の優先順位とその割合に最

も適しているかを振り返ろうとし

ているとともに,導き出した解決策

を見直そうとしている。 

Ｂ 課題解決に必要な知識を理解し

ている。 

Ｂ 導き出した解決策が自分の優先

順位とその割合に最も適している

かを評価する力を身に付けている｡ 

Ｂ 導き出した解決策が条件や目 

的,自分の優先順位とその割合に最

も適しているかを振り返ろうとし

ている,または,導き出した解決策

を見直そうとしている。 

方

法 

【プライオリティチャート】 

 

方

法 

【プライオリティチャート】 

 

方

法 

【プライオリティチャート】 

【活動の様子】 

    

課題 ： ３日後にせまった担任の先生の誕生日プレゼント（セーター）をどのように買うかを考えよう 

自宅で大きなラディッシュを育てる最適な方法について考えよう 



８ 家庭分野（Ｂ衣食住の生活）【２年生】 

  「わたしたちの衣生活～衣服の選択と手入れ～」（９時間完了） 
 (1) 題材の目標 

知 衣服と社会生活との関わりが分かり,目的に応じた着用,計画的な活用の必要性,個性を生かす着用及び衣服の材料や状態に応じた適切な手入れ

について理解している。 

思 衣服の選択,材料や状態に応じた日常着の手入れの仕方について問題を見いだして課題を設定し,解決策を構想し,実践を評価・改善し,考察し

たことを論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。 

態 よりよい生活の実現に向けて,衣服の選択と手入れについて,課題の解決に取り組んだり,振り返って改善したりして,生活を工夫し創造し,実践

しようとしている。 
  (2) 学習の内容と評価の計画（９時間完了） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 学習の流れ 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

評価 内容 評価 内容 評価 内容 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

条件を知り,コーディネートを

考える上でのポイントについて考

えよう 

 

○ ポイントの推考 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

衣服と社会生活の関わりを踏ま

えて,課題を解決するためのポイ

ントとその必要性について理解し

ている。 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

条件や目的を踏まえて考えにあ

った優先順位とその割合を帯グラ

フに表し,理由を考えている。 

 

 

 

Ａ 

 

Ｂ 自分の考えにあった優先順位と

その割合を帯グラフに表し,理由を

考えている。 

Ｂ  

方

法 

【プライオリティチャート】 方

法 

 

②

｜ 

⑤ 

衣服の機能について知ろう 

 

○ ポイントの抽出 

○ ポイントの解決方法と照合 

○ ポイントの価値付け 
「拡散的思考」「拡Ｍ」 

Ｂ 衣服と社会生活の関わりを踏ま

えて,課題を解決するためのポイ

ントについて理解している。 

Ａ  衣服の素材の種類とそれぞれの

利点や欠点について考えている。 

Ａ 条件に応じた自分なりの着方に

ついて考えようとするとともに,課

題解決に向けて自分の優先順位と

その割合を見直して改善しようと

している。 

Ｂ 衣服の素材の種類と特徴につい

て考えている。 

Ｂ 条件に応じた自分なりの着方に

ついて考えようとする,または,課

題解決に向けて自分の優先順位と

その割合を見直して改善しようと

している。 

方

法 

【ソリューションシート】 

【小テスト】 

方

法 

【ソリューションシート】 

【学習プリント】 

方

法 

【プライオリティチャート】 

【活動の様子】 

⑥

⑦ 

 

コーディネートを決定しよう 

 

○ ポイントの要素の変形 

「収束的思考」「収Ｍ」 

 

Ａ 社会生活との関わりを踏まえた

上で,個性を生かした着用につい

て理解している。 

Ａ 自分の優先順位とその割合を考

慮して,条件や目的を結び付けた解

決策を導き出す力を身に付けてい

る。 

Ａ 条件や目的に合わせた解決策を

導き出そうとしているとともに,今

までの自分の優先順位とその割合

の変化を見直しながら解決策を導

き出そうとしている。 

Ｂ 社会生活との関わりを踏まえた

着用について理解している。 

Ｂ 自分の優先順位とその割合を考

慮して,解決策を導き出す力を身に

付けている。 

Ｂ 条件や目的に合わせた解決策を

導き出そうとしている,または,今

までの自分の優先順位とその割合

の変化を見直しながら解決策を導

き出そうとしている。 

方

法 

【コーディネート】 方

法 

【ソリューションシート】 方

法 

【プライオリティチャート】 

⑧ 学習を振り返ろう  

 
「拡・収ＲＭ」 

Ａ 課題を解決するためのポイント

を踏まえて,課題解決に必要な知

識を理解している。 

Ａ 導き出した解決策が条件や目的,

自分の優先順位とその割合に最も

適しているかを評価し,理由を考察

する力を身に付けている。 

Ａ 導き出した解決策が条件や目的,

自分の優先順位とその割合に最も

適しているかを振り返ろうとして

いるとともに,導き出した解決策を

見直そうとしている。 

Ｂ 課題解決に必要な知識を理解し

ている。 

Ｂ 導き出した解決策が自分の優先

順位とその割合に最も適している

かを評価する力を身に付けている｡ 

Ｂ 導き出した解決策が条件や目的,

自分の優先順位とその割合に最も

適しているかを振り返ろうとして

いる,または,導き出した解決策を

見直そうとしている。 

方

法 

【プライオリティチャート】 方

法 

【プライオリティチャート】 方

法 

【プライオリティチャート】 

【活動の様子】 

⑨ 持続可能な衣生活を目指して,

自分にできることを考えよう 

Ａ  Ａ 持続可能な衣生活を目指して,

自分の生活と結び付けながら考え,

工夫している。 

Ａ これまで学習してきたことを今

後の生活に結び付けようしている

とともに,持続可能な衣生活を目

指して自分にできることは何かを

考えようとしている。 

  

課題 ： 小豆島に行くときのコーディネートを考えよう 

 



 Ｂ  Ｂ 持続可能な衣生活を目指して,

考え,工夫している。 

Ｂ これまで学習してきたことを今

後の生活に結び付けようしている,

または,持続可能な衣生活を目指

して自分にできることは何かを考

えようとしている。 

 方

法 

 方

法 

【学習プリント】 方

法 

【活動の様子】 

【学習プリント】 

 



９ 家庭分野（Ａ家族・家庭生活）【２年生】 

  「わたしたちの成長と家族・地域」（18時間完了） 

 (1) 題材の目標 
知 幼児の発達と生活の特徴が分かり,子供が育つ環境としての家族の役割について理解している。 

  幼児にとっての遊びの意義や幼児との関わり方について理解している。 

思 幼児との関わり方について問題を見いだして課題を設定し,解決策を構想し,実践を評価・改善し,考察したことを論理的に表現するなど

して課題を解決する力を身に付けている。 

態 よりよい生活の実現に向けて,幼児の生活と家族について,課題の解決に取り組んだり,振り返って改善したりして,生活を工夫し,創造し

,実践しようとしている。 
 (2) 学習の内容と評価の計画（18時間完了） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 学習の流れ 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

評価 内容 評価 内容 評価 内容 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

遊び（おもちゃ）を考える際に

優先するポイントについて考えよ

う 

 

○ ポイントの推考 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

発達には順序性や個人差がある

ことを踏まえて,課題を解決する

ためのポイントとその必要性につ

いて理解している。 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

条件や目的を踏まえて自分の考

えにあった優先順位とその割合を

帯グラフに表し理由を考えている｡ 

 

 

 

 

Ａ 

 

Ｂ 自分の考えにあった優先順位と

その割合を帯グラフに表し理由を

考えている。 

Ｂ  

方

法 

【プライオリティチャート】 方

法 

 

② 

｜

⑦ 

幼児の発達と生活について知ろ 

う 

 

○ ポイントの抽出 

○ ポイントの解決方法と照合 

○ ポイントの価値付け 

「拡散的思考」「拡Ｍ」 

Ｂ 発達には順序性や個人差がある

ことを踏まえて,課題を解決する

ためのポイントについて理解して

いる。 

Ａ 幼児との関わり方について幼児

の発達段階に応じて工夫して考え

ている。 

Ａ 幼児の成長に関心をもち,心身の

発達や生活習慣の習得について考

えようとするとともに,課題解決に

向けて自分の優先順位とその割合

を見直して改善しようとしている｡ 

Ｂ 幼児との関わり方について工夫

して考えている。 

Ｂ 幼児の心身の発達や生活習慣の

習得について考えようとする,また

は,課題解決に向けて自分の優先順

位とその割合を見直して改善しよ

うとしている。 

方

法 

【ソリューションシート】 

【小テスト】 

方

法 

【ソリューションシート】 

【学習プリント】 

方

法 

【プライオリティチャート】 

【活動の様子】 

⑧

｜

⑬ 

 

 

 

 

 

グループで遊び（おもちゃ）を

計画し,製作しよう 

 

○ ポイントの要素の変形 

「収束的思考」「収Ｍ」 

Ａ 遊び（おもちゃ）を計画するた

めに,ポイント毎に必要な情報を

対象の年齢に応じて収集・整理

している。 

Ａ 対象の年齢とグループの優先

順位とその割合を考慮して,条件や

目的を結び付けた解決策を導き出

す力を身に付けている。 

Ａ 条件や目的に合わせた解決策を

導き出そうとしているとともに,グ

ループの優先順位とその割合の変

化を見直しながら解決策を導き出

そうとしている。 

Ｂ 遊び（おもちゃ）を計画するた

めに,ポイント毎に必要な情報を

収集・整理している。 

Ｂ 対象の年齢とグループの優先

順位とその割合を考慮して,解決策

を導き出す力を身に付けている｡ 

Ｂ 条件や目的に合わせた解決策を

導き出そうとしている,または,グ

ループの優先順位とその割合の変

化を見直しながら解決策を導き出

そうとしている。 

方

法 

【ソリューションシート】 方

法 

【ソリューションシート】 

 

方

法 

【プライオリティチャート】 

【活動の様子】 

⑭ 

⑮ 

 

グループで計画した遊び（おも

ちゃ）で幼児と関わろう 

 

※ 幼稚園訪問 

Ａ  Ａ 導き出した解決策が条件や目的,

グループで目指していた優先順位

とその割合に最も適しているかを

評価し,理由を考察する力を身に付

けている。 

Ａ 積極的に幼児と関わろうとして

いるとともに,導き出した解決策が

条件や目的,グループの優先順位と

その割合に最も適しているかを考

えようとしている。 

Ｂ  Ｂ 積極的に幼児と関わろうとして

いる,または,導き出した解決策が

条件や目的,グループの優先順位と

その割合に最も適しているかを考

えようとしている。 

方

法 

 方

法 

【活動の様子】 

【学習プリント】 

⑯ 

⑰ 

学習を振り返ろう 

 

「拡・収ＲＭ」 

Ａ 課題を解決するためのポイント

を踏まえて,課題解決に必要な知

識を理解している。 

Ｂ 導き出した解決策がグループで

目指していた優先順位とその割合

に最も適しているかを評価する力

を身に付けている。 

Ａ 導き出した解決策が条件や目的,

グループで目指していた優先順位

とその割合に最も適しているかを

振り返ろうとしているとともに,導

き出した解決策を見直そうとして

いる。 

課題 ： 附属幼稚園の園児が成長できる遊び（おもちゃ）を考えよう 

 



Ｂ 課題解決に必要な知識を理解し

ている。 

Ｂ 導き出した解決策が条件や目的,

グル－プで目指していた優先順位

とその割合に最も適しているかを

振り返ろうとしている,または,導

き出した解決策を見直そうとして

いる。 

方

法 

【プライオリティチャート】 方

法 

【プライオリティチャート】 方

法 

【プライオリティチャート】 

【活動の様子】 

⑱ 幼児との関わりを生活に生か

そう 

 

Ａ  Ａ 家族の立場から幼児との関わり

方について,自分の生活と結びつけ

ながら考えている。 

Ａ これまで学習してきたことを今

後の生活に結びつけようとしてい

るとともに,家族の立場から幼児と

の関わり方について,自分にできる

ことは何かを考えようとしている｡ 

 Ｂ  Ｂ 家族の立場から幼児との関わり

方について考えている。 

Ｂ これまで学習してきたことを今

後の生活に結びつけようとしてい

る,または,家族の立場から幼児と

の関わり方について,自分にできる

ことは何かを考えようとしている｡ 

 方

法 

 方

法 

【学習プリント】 方

法 

【活動の様子】 

【学習プリント】 

 



10 家庭分野（Ｂ衣食住の生活）【３年生】  

   「私たちの住生活」（12時間完了） 

 (1) 題材の目標 
知 家族の生活と住空間の関わりが分かり,住居の基本的な機能について理解している。 

家庭内の事故の防ぎ方など家族の安全を考えた住空間の整え方について理解している。 

基礎的な間取りの書き方を理解しているとともに,適切に書くことができる。 

思 家族の生活行為,安全,生活環境を考えた住空間の整え方について問題を見いだして課題を設定し,解決策を構想し,実践を評価・改善し,

考察したことを論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。 

態 よりよい生活の実現に向けて,住居の機能と安全な住まい方について,課題の解決に取り組んだり,振り返って改善したりして,生活を工

夫し創造し,実践しようとしている。 
  (2) 学習の内容と評価の計画（12時間完了） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 学習の流れ 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

評価 内容 評価 内容 評価 内容 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

条件を知り,家族にふさわしい

住まいを考える上でのポイントに

ついて考えよう 

 

○ ポイントの推考 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

住居の基本的な機能や住空間の

整え方を踏まえて,課題を解決す

るためのポイントとその必要性に

ついて理解している。 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

条件や目的を踏まえて考えにあ

った優先順位とその割合を帯グラ

フに表し,理由を考えている。 

 

 

 

 

Ａ 

 

Ｂ 自分の考えにあった優先順位と

その割合を帯グラフに表し理由を

考えている。 

Ｂ  

方

法 

【プライオリティチャート】 方

法 

 

②

｜

⑥ 

住居の基本的な機能について知

ろう 

 

○ ポイントの抽出 

○ ポイントの解決方法と照合 

○ ポイントの価値付け 

「拡散的思考」「拡Ｍ」 

  

Ｂ 住居の基本的な機能や住空間の

整え方を踏まえて,課題を解決す

るためのポイントについて理解し

ている。 

Ａ 家族が住むのに適した間取りに

ついて,生活行為,安全,生活環境

全てに配慮するように工夫して考

えている。 

Ａ 家族の生活行為,安全,生活環境

に配慮した住空間の整え方につい

て考えようとするとともに,課題解

決に向けて自分の優先順位とその

割合を見直して改善しようとして

いる。 

 

Ｂ 家族が住むのに適した間取りに

ついて,生活行為,安全,生活環境

などに配慮するように工夫して考

えている。 

Ｂ 家族の生活行為,安全,生活環境

に配慮した住空間の整え方につい

て考えようとする,または,課題解

決に向けて自分の優先順位とその

割合を見直して改善しようとして

いる｡ 

 

方

法 

【ソリューションシート】 

【小テスト】 

方

法 

【ソリューションシート】 

【学習プリント】 

方

法 

【プライオリティチャート】 

【活動の様子】 

⑦ 

｜ 

⑩ 

間取りをかこう 

 

○ ポイントの要素の変形 

「収束的思考」「収Ｍ」 

 

Ａ 基礎的な間取りのかき方を理解

し,適切に間取りをかくことができ

る。 

Ａ 自分の優先順位とその割合を考

慮して,条件や目的を結び付けた解

決策を導き出す力を身に付けてい

る。 

Ａ 条件や目的に合わせた解決策を

導き出そうとしているとともに,今

までの自分の優先順位とその割合

の変化を見直しながら解決策を導

き出そうとしている。 

Ｂ 基礎的な間取りのかき方を理解

し,間取りをかくことができる。 

Ｂ 自分の優先順位とその割合を考

慮して,解決策を導き出す力を身に

付けている。 

Ｂ 条件や目的に合わせた解決策を

導き出そうとしている,または,今

までの自分の優先順位とその割合

の変化を見直しながら解決策を導

き出そうとしている。 

方

法 

【間取り図】 方

法 

【ソリューションシート】 方

法 

【プライオリティチャート】 

⑪ 学習を振り返ろう  

 

「拡・収ＲＭ」 

Ａ 課題を解決するためのポイント

を踏まえて,課題解決に必要な知

識を理解している。 

Ａ 導き出した解決策が条件や目的,

自分の優先順位とその割合に最も

適しているかを評価し,理由を考察

する力を身に付けている。 

Ａ 導き出した解決策が条件や目的,

自分の優先順位とその割合に最も

適しているかを振り返ろうとして

いるとともに,導き出した解決策を

見直そうとしている。 

Ｂ 課題解決に必要な知識を理解し

ている。 

Ｂ 導き出した解決策が自分の優先

順位とその割合に最も適している

かを評価する力を身に付けている｡ 

Ｂ 導き出した解決策が条件や目的,

自分の優先順位とその割合に最も

適しているかを振り返ろうとして

いる,または,導き出した解決策を

見直そうとしている。 

方

法 

【プライオリティチャート】 方

法 

【プライオリティチャート】 

 

方

法 

【プライオリティチャート】 

【活動の様子】 

 

課題 ： 家族が住むのにふさわしい間取りを考えよう 

 



⑫ 持続可能な住生活を目指して,

自分にできることを考えよう 

Ａ  Ａ 持続可能な住生活を目指して,

自分の生活と結び付けながら考え,

工夫している。 

Ａ これまで学習してきたことを今

後の生活に結び付けようとしてい

るとともに,持続可能な住生活を

目指して自分にできることは何か

を考えようとしている。 

Ｂ  Ｂ 持続可能な住生活を目指して,

考え,工夫している。 

Ｂ これまで学習してきたことを今

後の生活に結び付けようとしてい

る,または,持続可能な住生活を目

指して自分にできることは何かを

考えようとしている。 

方

法 

 方

法 

【学習プリント】 方

法 

【活動の様子】 

【学習プリント】 

 



11 家庭分野（Ｃ消費生活・環境）【３年生】 

  「責任ある消費者になるために」（５時間完了） 

 (1) 題材の目標 

知 消費者の基本的な権利と責任,自分や家族の消費生活が環境や社会に及ぼす影響について理解している。 

思 自立した消費者としての消費生活について問題を見いだして課題を設定し,解決策を構想し,実践を評価・改善し,考察したことを論理的

に表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。 

態 よりよい生活の実現に向けて,消費者としての権利と責任について,課題の解決に取り組んだり,振り返って改善したりして,生活を工夫

し創造し,実践しようとしている。 
 (2) 学習の内容と評価の計画（５時間完了） 

時 学習の流れ 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

評価 内容 評価 内容 評価 内容 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

責任ある消費者になるためのポ

イントについて考えよう 

 

○ ポイントの推考 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

消費者の権利と責任を踏まえ 

て,課題を解決するためのポイン

トとその必要性について理解して

いる。 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

自分や家族の消費生活を振り返

り,自分の考えにあった優先順位と

その割合を帯グラフに表し,理由を

考えている｡ 

 

 

 

 

Ａ 

 

Ｂ 自分の考えにあった優先順位と

その割合を帯グラフに表し,理由を

考えている。 

Ｂ  

方

法 

【プライオリティチャート】 

 

方 

法 

 

② 自分や家族の消費生活が環境や

社会に及ぼす影響について知ろう 

 

○ ポイントの抽出 

○ ポイントの解決方法と照合 

○ ポイントの価値付け 

「拡散的思考」「拡Ｍ」 

Ｂ 消費者の権利と責任を踏まえ 

て,課題を解決するためのポイン

トについて理解している。 

Ａ 自分や家族の消費生活が環境と

社会にどのように関わっているの

かを考えようとしている。 

Ａ 自分や家族の消費生活が環境や

社会に及ぼす影響について考えよ

うとするとともに,課題解決に向け

て自分の優先順位とその割合を見

直して改善しようとする。 

Ｂ 自分や家族の消費生活が環境ま

たは社会にどのように関わってい

るのかを考えようとしている。 

Ｂ 自分や家族の消費生活が環境や

社会に及ぼす影響について考えよ

うとする,または,課題解決に向け

て自分の優先順位とその割合を見

直して改善しようとする。 

方

法 

【ソリューションシート】 

【小テスト】 

方

法 

【ソリューションシート】 

【学習プリント】 

方

法 

【プライオリティチャート】 

【活動の様子】 

③ 自分にできることを考えよう 

 

○ ポイントの要素の変形 

「収束的思考」「収Ｍ」 

Ａ 自分や家族の消費生活が環境や

社会に及ぼす影響について具体的

な事例と結び付けながら理解して

いる。 

Ａ 自分や家族の消費生活を見直し,

優先順位とその割合を考慮して,条

件や目的を結びつけた解決策を導

き出す力を身に付けている｡ 

Ａ 自分や家族の消費生活を見直し,

自分の優先順位とその割合を考慮

して,解決策を導き出そうとしてい

る。 

Ｂ 自分や家族の消費生活が環境や

社会に及ぼす影響について理解し

ている。 

Ｂ 自分や家族の消費生活を見直し,

優先順位とその割合を考慮して,解

決策を導き出す力を身に付けてい

る｡ 

Ｂ 自分の優先順位とその割合を考

慮して,解決策を導き出そうとして

いる。 

方

法 

【ソリューションシート】 方

法 

【ソリューションシート】 方

法 

【プライオリティチャート】 

④ 学習を振り返ろう 

 

「拡・収ＲＭ」 

Ａ  課題を解決するためのポイン

トを踏まえて,課題解決に必要な

知識を理解している。 

Ａ 導き出した解決策が条件や目的,

自分の優先順位とその割合に最も

適しているかを評価し,理由を考察

する力を身に付けている。 

Ａ 導き出した解決策が条件や目的,

自分の優先順位とその割合に最も

適しているかを振り返ろうとして

いるとともに,導き出した解決策を

見直そうとしている。 

 

Ｂ 課題解決に必要な知識を理解

している。 

Ｂ 導き出した解決策が自分の優先

順位とその割合に最も適している

かを評価する力を身に付けている｡ 

Ｂ 導き出した解決策が条件や目的,

自分の優先順位とその割合に最も

適しているかを振り返ろうとして

いる,または,導き出した解決策を

見直そうとしている。 

 

方

法 

【プライオリティチャート】 方

法 

【プライオリティチャート】 方

法 

【プライオリティチャート】 

【活動の様子】 

⑤ 持続可能な消費生活を目指し

て自分や家族にできることを考

えよう 

 

Ａ  Ａ 持続可能な消費生活を目指して,

自分の生活と結び付けながら考え,

工夫している。 

Ａ これまで学習してきたことを今

後の生活に結び付けようとしてい

るとともに,持続可能な消費生活に

向けて自分にできることは何かを

考えようとしている。  

 

課題 ： 未来のために消費者として自分や家族にできることを考えよう 

 



Ｂ  Ｂ 持続可能な消費生活を目指して,

考え,工夫している。 

Ｂ これまで学習してきたことを今

後の生活に結び付けようとしてい

る,または,持続可能な消費生活に

向けて自分にできることは何かを

考えようとしている。 

方

法 

 方

法 

【学習プリント】 方

法 

【活動の様子】 

【学習プリント】 

 


